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東
京
都
は
令
和
元
年
12
月
27

日
、 「『
未
来
の
東
京
』
戦
略
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
公
表
し
た
。

２
０
４
０
年
代
に
目
指
す
「
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
、
２
０
３
０
年
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
「
戦
略
」
を

示
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
人

が
輝
く
東
京
」「
安
全
安
心
な
東

京
」「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
東
京
」

「
美
し
い
東
京
」「
楽
し
い
東
京
」

「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
進
む
東
京
」

が
柱
。

　

戦
略
と
し
て
は
全
20
項
目
を
掲

げ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
「
都
市
の

機
能
を
さ
ら
に
高
め
る
戦
略
」
で

は
、
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
予
防

保
全
型
の
計
画
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
都
市
再

生
と
併
せ
た
計
画
的
な
更
新
に
よ

り
、
高
度
な
都
市
機
能
を
支
え
て

い
く
と
し
て
い
る
。

　

昨
今
、
地
震
や
台
風
な
ど
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
予
測 

不
能
な
自
然
災
害
が
多
発
し

て
お
り
、
昨
年
は
台
風 

15 
号
・
19 
号 

が
日
本
列
島

を
横
断
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
大
雨
・
豪
雨
・
台
風
な
ど

の
風
水
害
に
ポ
イ
ン 

ト
を
絞
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
の
情
報
収
集
の
仕
方
や
、
管
理
を
し
て
い
る

ビ
ル
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
、 

な
ど
に
つ
い
て
防
災
の
専
門
家
に
ご

講
話
い
た
だ
く
。

　

第
１
弾
「
近
年
の
風
水
害
に
学
ぶ
ビ
ル
管
理
」

　

令
和
２
年
２
月
27
日
（
木
）
14
時
か
ら

　

ま
た
、
第
２
弾
と
し
て
、「
ビ
ル
メ
ン
企
業
に

求
め
ら
れ
る
Ｂ
Ｃ
（
事
業
継
続
）
へ
の
取
組
」（
令

和
２
年
３
月
12
日
（
木
）
開
催
）
の
申
し
込
み
も

受
付
中
。
詳
し
く
は
東
京
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
で
。

東京都・戦略ビジョンを策定
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